
　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

▲ �川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

　  

　

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

Ｑ.11

頭の中の知識を引っ張
り出して頑張ってみて
ください！

答えは31㌻！

タテヨコ・クイズ迷路
〇の文字からスタートし、タテかヨコに進みながら文章
を読み進めると、クイズが現れます。クイズとその答え
を書きましょう。
※全てのマスを通ります。斜めに進むことはできません。

は の き っ
ん く ょ ほ
た た い り
い の く

クイズ：

答え：
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　１月号で、エンドレス的に繰り返される自然現
象と向き合っていくことは、私たち人類のさがで
あると話しました。新年初日に発生した石川県能
登半島地震では、お正月を楽しく過ごしていたひ
とときを一瞬のうちに奪ってしまった自然災害の
脅威を思い知らされ、人類のさがとはいえ、つら
い光景を目にしました。改めて地域防災力の強化
と地域の絆が必要だと感じました。
　市防災課では現在、地区防災計画書を作成する
町内会のお手伝いをしています。地区防災計画書
とは、住民の皆さんが自ら話し合い、自らが作成

命を守る地区防災計画書

するもので、地域防災力の強化につながる画期的
な手法ともいえます。作成することに「難しい」
とか「完成度の高いもの」というような先入観を
持っている人もいますが、大切なことは住民自身
が自分たちの命と町を守るために話し合い、地域
全体で意識の共有を図ること。計画書という書面
を作ることが目的ではありません。命を守るため
にどう行動するか、みんなで合意し共有し、訓練
につなげていくことを記載するだけでも計画書に
なります。
　自然災害は人ごとではなく、いつ自分の身、自
分たちの町に降りかかるか分かりません。地区
防災計画書をまだ作成
していない町内の皆さ
ん、命を守る計画書を
作ってみませんか。
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ホテル華の荘

井
いのうえ

上 弘
ひ ろ き

紀（33）　北泉田町

　販売の仕事から転職して７年、フロント業務を担当してい
ます。宿泊の受け付けや予約の管理、お出迎えやお見送りな
ど、前職よりお客さまと密接に関われることに魅力を感じて
います。お客さまの期待値が高い中で「また利用したい」と
思ってもらえるよう、お客さまの立場になって考えたり行動
したりすることを常に心掛けています。
　新型コロナウイルス感染症が落ち着き、外国からのお客さ
まも増えています。昨年は、当ホテル主催で日中韓企業家交
流会を開催し盛り上がりました。お客さまに喜んでいただけ
るようなイベントを今年も開催したいです。

所在地：東間下町 3316 番地
創業：平成 11 年
支配人：中根 真一
社員数：38 人
事業内容：宿泊、飲食サービス
☎２２−１１２６

　

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
し
て
、

２
月
４
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
青

井
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
及
び
国
道
４
４
５
号
改
築
事
業
着
工

式
を
厳
か
に
執
り
行
い
、
く
わ
入
れ
を

行
う
な
ど
無
事
故
の
事
業
完
了
を
祈
念

し
ま
し
た
。

　

青
井
地
区
は
浸
水
被
害
が
大
き
く
、

多
く
の
建
物
が
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
建
物
を
作
る
に
は
道
路
に
接
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な

い
土
地
も
あ
り
、
土
地
の
有
効
活
用
を

す
る
た
め
に
道
路
を
新
た
に
通
し
た

り
、
幅
を
広
げ
た
り
す
る
計
画
を
関

係
者
と
共
に
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
国
道
４
４
５
号
は
一
部
未
改
築
の

部
分
が
残
っ
て
い
て
長
年
の
課
題
で
し

た
が
、
道
路
改
築
に
よ
っ
て
青
井
地
区

の
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
大
き
く
進

み
、
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路

と
な
る
「
命
を
守
る
道
」
と
し
て
大
き

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

両
事
業
の
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
熊
本
県
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
り
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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